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＜川崎区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

 

 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、区全域で機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、区全域で機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地 
【方針】海岸保全施設の整備、２階以上の建物への水平避難、地域の防災対策の強化 
【課題】氾濫流区域に木造建物が多く立地、河岸浸食区域に建物が立地、越波区域に建物が立地 

 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 
 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 
【課題】全壊するリスクの高い建物が立地 
【方針】海岸保全施設の整備、ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、 

地域の防災対策の強化 

＜川崎区＞ 

洪水(L1) 

洪水(L2) 

津波 

高潮 

氾濫
流 

越波 

内水 

河岸 
浸食 
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＜川崎区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※川崎区内に土砂災害（特別）警戒区域、急傾斜地崩壊危険区域は存在しない。 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システム 
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＜川崎区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが広く点在 

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が多く立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜川崎区＞ 

延焼 

液状化 

建物被害 
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＜幸区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

 
 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、機能低下が懸念される要配慮者利用施設が多く立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、区全域で機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、地域の防災対策の強化 
【課題】氾濫流区域に木造建物が多く立地、河岸浸食区域に建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 

＜幸区＞ 

洪水(L1) 

洪水(L2) 

高潮 

内水 

氾濫
流 

河岸
浸食 
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＜幸区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システム 

【課題】土砂災害（特別）警戒区域に建物が立地 

【方針】避難体制の整備、対策工事等による特別警戒区域の解除、 

土砂災害防止法第 26 条に基づく移転勧告の活用の検討 

【課題】建物が立地 

【方針】急傾斜地崩壊防止工事の対策等による住宅の被害低減 

＜幸区＞ 

土砂 

急傾斜 
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＜幸区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

 

 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが広く点在 

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が多く立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜幸区＞ 

延焼 

液状化 

建物被害 
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＜中原区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

 

 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、区全域で機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、地域の防災対策の強化 
【課題】氾濫流区域に木造建物が多く立地、河岸浸食区域に建物が立地 
 

【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 

＜中原区＞ 

洪水
(L1) 

洪水
(L2) 

高潮 

内水 

氾濫
流 

河岸
浸食 
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＜中原区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システム 

【課題】土砂災害（特別）警戒区域に建物が立地 

【方針】避難体制の整備、対策工事等による特別警戒区域の解除、 

土砂災害防止法第 26 条に基づく移転勧告の活用の検討 

【課題】建物が立地 

【方針】急傾斜地崩壊防止工事の対策等による住宅の被害低減 

＜中原区＞ 

土砂 

急傾斜 
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＜中原区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが広く点在

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が多く立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜中原区＞ 

延焼 

液状化 

建物被害 
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＜高津区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、広範囲に機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 

【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 

【課題】氾濫流区域に木造建物が多く立地、河岸浸食区域に建物が立地 

 

【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 

【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 

＜高津区＞ 

洪水(L1) 

洪水(L2) 

内水 

氾濫
流 

河岸
浸食 
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＜高津区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システム 

【課題】土砂災害（特別）警戒区域に建物が多く立地 

【方針】避難体制の整備、対策工事等による特別警戒区域の解除、 

土砂災害防止法第 26 条に基づく移転勧告の活用の検討 

【課題】多くの建物が立地 

【方針】急傾斜地崩壊防止工事の対策等による住宅の被害低減 

＜高津区＞ 

土砂 

急傾斜 
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＜高津区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが広く点在 

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜高津区＞ 

延焼 

液状化 

建物被害 
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＜宮前区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 

【課題】垂直避難が困難な建物が立地、機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 

【課題】河川周辺の河岸浸食区域に建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 

＜宮前区＞ 

河岸浸食 

洪水(L1) 

洪水(L2) 

内水 
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＜宮前区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システムをもとに作成 

【課題】土砂災害（特別）警戒区域に建物が多く立地 

【方針】避難体制の整備、対策工事等による特別警戒区域の解除、 

土砂災害防止法第 26 条に基づく移転勧告の活用の検討 

【課題】建物が立地 

【方針】急傾斜地崩壊防止工事の対策等による住宅の被害低減 

＜宮前区＞ 

土砂 

急傾斜 
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＜宮前区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが点在 

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜宮前区＞ 

建物被害 

延焼 

液状化 
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＜多摩区 水害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

洪水浸水想定区域（L1）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

洪水浸水想定区域（L2）：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

内水浸水想定区域：川崎市内水ハザードマップ（令和4（2022）年8月）より引用 

氾濫流：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

河岸浸食：「洪水浸水想定区域図」（京浜河川事務所）をもとに作成 

津波浸水予測区域：「津波浸水予測図」（神奈川県）を引用 

高潮浸水想定区域：「高潮浸水想定区域図」（神奈川県）を引用 

【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、機能低下が懸念される要配慮者利用施設が多く立地 
【方針】２階以上の建物への水平避難、浸水想定区域の縮小や浸水深の低減を図る河川整備、 

地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が多く立地、広範囲に機能低下が懸念される要配慮者利用施設が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

地域の防災対策の強化 

【課題】氾濫流区域に木造建物が多く立地、河川周辺の河岸浸食区域に建物が立地 
 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、地域の防災対策の強化 
【課題】垂直避難が困難な建物が立地 
【方針】ハザードマップ等を活用した災害リスクの周知徹底、２階以上の建物への水平避難、 

浸水被害の軽減を図る下水道施設等の整備、地域の防災対策の強化 

＜多摩区＞ 

洪水
(L1) 

洪水
(L2) 

氾濫
流 

内水 

河岸
浸食 
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＜多摩区 土砂災害に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典： 

土砂災害警戒区域、土砂災害特別警戒区域：「土砂災害警戒区域・土砂災害特別警戒区域の法定図書」（神奈川県） 

急傾斜地崩壊危険区域：神奈川県土砂災害警戒情報システム 

【課題】土砂災害（特別）警戒区域に建物が多く立地 

【方針】避難体制の整備、対策工事等による特別警戒区域の解除、 

土砂災害防止法第 26 条に基づく移転勧告の活用の検討 

【課題】多くの建物が立地 

【方針】急傾斜地崩壊防止工事の対策等による住宅の被害低減 

＜多摩区＞ 

土砂 

急傾斜 
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＜多摩区 地震に係る防災上の課題・取組方針＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：川崎市地震被害想定調査（平成 22（2010）年 3 月） 

 

【課題】半壊以上の建物被害が 100 棟以上見込まれているエリアが点在 

【方針】意識啓発や所有者等による耐震化の取組支援 

【課題】1,000 棟以上の延焼クラスターが点在 

【方針】火災延焼リスクに応じた対策の実施 

【課題】危険度の高いエリアに建物が立地 

【方針】液状化リスクの周知 

＜多摩区＞ 

延焼 

液状化 

建物被害 




